
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すみけんサークル」さんの

 

 

 

 

 

鐘ヶ淵イーグルス 代表 櫛田安宏 

 

 

 

 

 
 

 

 

「すみけんサークル」さんは、墨田区の歴史/文化/くらしを学ぶサ 

ークルで、まち歩きやセミナーなどを通じて、「すみだに関するクイズ」 

を創作しています。8/24(土)、90年ぶりに復活したすみだの江戸野菜 

「寺島なす」の料理たいけん教室が開催され、お手伝いさせて頂きまし 

た。(13 名のご参加)「農ある暮らし/地産地消」や「すみだのくらし」 

を学び伝えるワークショップです。 

私は、「寺島なすの歴史/たもんじ交流農園創設」についてお話し、農 

園で収穫した「寺島なす」を提供しました。今年は異常な暑さで寺島なすの生育状況が悪く、集めるのに冷や汗も

のでしたが、農園会員さんの協力もいただき、何とか間に合いました。江戸東京野菜コンシェルジュ/松嶋先生を講

師にお迎えし、素晴らしいレシピを考案していただき、寺島なすの美味しさを再認識することができました。意外 

に男性の方のご参加も多く、皆さん、切ったり、焼いたり、煮たりと、本当に楽しそうに調理されており、こちら

もなんだか嬉しくなりました。交流の

輪も広がった素敵な料理教室でした。

「梅若コニュニティー会館」の料理教

室は、調理器具のすべてが揃った素晴

らしい施設で、“たもんじ産野菜を使

った料理教室をここでやりたい！”と

心から思った、美味しくて、楽しい一

日でした。(小川剛記) 
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毎年恒例の合宿をするにあたり今年は BBQをする事になりました。どこかいい場所はない 

か？と探していた所、たもんじ交流農園さんが快く場所の提供をして下さりました。 

8/24(土)お昼に遠征先から帰ってくる選手達に合わせて、保護者や農園の方のご協力のも 

と選手スタッフ合わせて 5～60 人名分の座席と食事を作る事ができました。試合も終えた 

選手が戻ってくるとスタッフ、保護者一緒に BBQ を楽しみました。それぞれに頑張った後 

の BBQ は格別だったと思います。ナスの収穫体験までさせて頂きお土産にしたりその場で 

焼いて食べたり、選手たちはそれぞれに楽しんだようです。 

連日猛暑の中での練習や試合に疲れも出ていた選手、スタッフ、保護 

者一同でしたが、緑の中での 

一時にリフレッシュする事が 

出来たと思います。選手達に 

も今日の事が楽しい思い出の 

１つになってもらえれば嬉し 

い限りです。ご協力頂いたた 

もんじ交流農園さん、保護者 

の皆様ありがとうございました。 

 

たもんじ交流農園では、プランターや植木鉢で栽培した後の土をお引き取りし再活用します。ただし、持ってく

る前に異物を必ず取り除いてください！「植物の根っこ」「ビニールやプラスチックなどの破片」「苔の付いた

土」「イモムシなど」「その他のゴミ」(土に戻ることができない、あるいは時間がかかる)、病原菌が潜んでいる

ことがあるためです。お引き取り日:毎週日曜日午前中(8:30〜11:00頃) 

〜プランターの土の処理に困っていませんか？〜 

みんなの料理を見守る牛久さん 寺島なすのカレー炒め、焼きマリネ他 代表の大野田さん 

一番左が江戸東京野菜コンシェルジェ/松嶋先生 
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題名とずれるかもしれませんが、先日体験してきた事 

を書いてみました。 

皆さんは、農園のブルーバケツに入っているカカオの 

香りの肥料を使った事がありますよね。あれがどのよう 

な過程で農園に届くのか知りたくて、9/9(月)に手伝い 

に行ってきました。 

写真①にある【有機廃棄物処理機】の中にご協力いた 

だいている蔵前の数店舗から出たものを入れて、中の大 

きなプロペラで撹拌し微生物の力を借りて肥料になって 

いきます。二ヶ月に一度、下の蓋を開けて、まずは混ざっていない黒い塊を掘り 

出しますがそこにはウジがいます。(写真②)私は初めてウジを見ました…。どん 

どん掘っていくとやっと、肥料になるサラサラのものが出てきますが、その中に

は分解できなかった野菜の種や皮や鳥の骨などがあり、それを手作業で取り除い

ていきます(写真③)。これが単純ですがかなりの時間を要し、全身粉だらけになり

ます。出来上がったものを、女性がやっと持てるほどの重さにビニール袋に詰め

て終了で今回は 8 袋作りました。 

9/9(月)は女性 8 人での作業で 

したが、6 人の方は全くのボラ 

ンティア。そういう方々のお力 

を借りて農園の作物が生き生き 

と育ち、喜びや楽しさをもらっ 

ているのだとあらためて感謝の 

気持ちを持ちました。 

11 月作業がありますが、ご興味ある方がいたらご一緒しませんか？ 
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(2018 年 2020,年に助成金を頂きました) 
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第 34 回 米騒動の中、籾殻いただきました  

昨年の話ですが、「僕の友人が農協に勤めていて、トラック 

いっぱいの籾殻を廃棄処分しているそうなんだけど、畑で使わ 

ない？」と連絡がありました。なんと！そんな勿体無いことってある〜？「使う！使う！」と 

文字通り二つ返事です。が、時すでに遅かったらしく、昨年は廃棄されてしまったのでした。 

ところが、それを気にしていたみどりと花の学習園メンバーの S 氏、オオカミ少年になるの

は嫌だから、と今年またまた連絡をいただきました。それは９月９日夜のこと。「突然ですが、

籾殻貰ってきました。明日お持ちしますが、どこが良いですか？」「ありがたい！ならばた 

もんじ交流農園にお願い！」と話はまとまり、約束の１０日の１０時にスタンバイ。 

ワクワクして待っていたものの、S 氏が到着したのは約３０分後でした。「エヘヘ、迷っち 

ゃった。近くをぐるぐる回っちゃったよ。」照れ笑いする S 氏の車のドアには○○タクシーの 

文字が。ちなみに S 氏の仕事はタクシードライバー。フフ、プロでも迷っちゃうのね。 

そしてそのドアを開けると、次から次から出てくる巨大なビニール袋。合計８袋。米袋に入 

れたらどのくらいになるのかな？農園に置きましたので、皆様どうぞお使いください！  

 

青果リレー2024(東向島周辺)9/28(土)・10/5(土)(両日共 10:00 たもんじ交流農園スタート～16:00 ゴール予定) 

青果リレー2024(錦糸公園周辺)in すみだまつり！9/29(日)リハーサル、10/6(日)本番(10:15 錦糸公園/墨田区総

合体育館スタート～押上～キラキラ橘～曳舟～スカイツリー～すみだ公園～石原～14:30 錦糸公園ゴール予定) 

10/11(金)18:30～20:00 地域活動スタート講座 (ユートリア多目的室) 

10/26(土) 14:00～寺島茄子之介音頭 すみゆめ踊り行列（岸野雄一プロデュース）( 隅田公園そよ風広場) 

水口アドバイザーご指導日:10/13(日)たんたんタンボ稲刈り、11/10(日)10:00～15:00 農園部作業:毎週日曜 8:30～ 

「たもんじわいわいおしゃべり会」やります！～安全でおいしい野菜を食べたい、自分で作りたい！そんな農園で作

業するみんなの情報交換の場。1回目は 10/20(日)10:30～ 食べ物、飲み物はそれぞれ持ち込みですが、20 日は農園

で栽培しているみかんを使って、みかんジュースを振る舞います。カップはマイカップ持参でお願いします。 


